
瀬戸石調整池 堆積土砂量の経年推移

資料１

※ 38.4万m3は2022年5月の堆砂量
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・ 瀬戸石調整池の堆積土砂量は、計画的な堆積土砂排除および通砂/排砂運用により、
最も多い2012年度104.4万m3に比べ、2022年5月の調査では、38.4万m3と約6割減少し
ています。

・ 今年度の通砂/排砂運用については、堆積土砂量の更なる低減を図るため、その運用
水位を EL.44.0m から EL.41.9m に低下させて行います。

・ 出水期後、改めて堆積土砂の状況調査を行い、その結果を踏まえて今年度の土砂排
除計画を立案し、着実に実施してまいります。


	220824-00_2022年8月お知らせ案(台風シーズン)R
	220823-01 資料1（堆砂量推移) R5
	スライド番号 1

	220823-02 資料2（ダム変位測定)
	スライド番号 1




